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カンキツ育種における寄せ接ぎを活用した初着果までの年数短縮と育苗労力の軽減 

カンキツ育種において、交配した種子を播種して得た幼苗を早期に台木に寄せ接ぎするこ

とで、初着果までの年数を１年短縮できる。また、幼苗の育苗期間が省力化され、管理労力

が大幅に軽減できる。 

            農業研究センター果樹研究所常緑果樹研究室（担当者：北村光康） 

 

 

 

 現在、実施されているカンキツの育種は、交配から着果まで約５年の年数を要するため、こ

の着果までの年数を短縮することが大きな課題である。その中でも、ほ場へ接ぎ木する実生の

穂木を採取するためには、播種後、人工気象室やガラス温室などで約１年間実生苗を育成する

必要があり、実生苗の植え替えやかん水、施肥、とげかき、誘引などの諸管理に多大な労力を

要する。 

 そこで、この実生苗の播種から着果までの年数を短縮し、しかも実生の育苗を省力化する育

種方法を開発する。 

 

 

 

１．本技術は、交配した種子を 12 月に播種後、人工気象室内で約４ヵ月育苗し、その実生を春

期にほ場の台木へ寄せ接ぎする方法である（写真１）。 

２．接ぎ木後における新梢の生育は、従来実施されている春期の切り接ぎに比べて生育が優れ

る（図１）。 

３．寄せ接ぎに用いる台木は、幹周が大きいほど新梢の生育が良い（図２）。 

４．寄せ接ぎは、実生幼苗を直接台木に接ぎ木できるため、切り接ぎより全操作時間が３分の

１短縮できる（表１）。 

５．従来の春期における切り接ぎは、交配から着果までに約５年必要であるが、寄せ接ぎでは

約４年目で着果できる(図３)。 

６．春期の寄せ接ぎにより、従来の切り接ぎ法で多大な労力を要するかん水、施肥、防除、と

げかき、誘引などの実生幼苗の育成期間が省略され、大幅に労力を軽減できる。 

 

 

 

１．10cm 程度の幼苗を用いるため、接ぎ木後、生育不良個体が発生する可能性があるので、実

生は多めに育苗し、生育が良好な苗を用いる。 

２．４年目に着果させるには、接ぎ木年に新梢を２ｍ程度まで伸ばしておく必要があるので、

台木は３～４年生のカラタチ実生が望ましい。 

 

 

 

 

 

研究のねらい 

研 究 の 成 果        

普及上の留意点 
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図１ 接ぎ木法の違いが新梢の生育に及ぼす影響

寄せ接ぎ

切り接ぎ

注）寄せ接ぎは４月23日、切り接ぎは４月24日に接ぎ木。

台木は、いずれも３年生カラタチ実生を用いた。
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図２ 寄せ接ぎ時の台木の幹周が新梢の生育に及ぼす影響

7.0cm以下

7.1～8.0cm

8.0cm以上

注）４月23日に３年生カラタチ実生台木に寄せ接ぎ。

表１　接ぎ木法の違いが作業時間に及ぼす影響（台木３本当たり）

試験区 穂部作成 接ぎ木操作 合計

寄せ接ぎ １分40秒 ５分９秒 ６分49秒
切り接ぎ ５分47秒 ４分26秒 10分13秒

切り接ぎを100

とした比率（％）
29 116 67

注）穂部作成は穂木の採取、穂木削り、穂部のラボラトリーフィルム被覆の合計時間。

　　接ぎ木操作は台木削り、穂部挿入、接ぎ木部のラボラトリーフィルム被覆の合計時間。

　　切り接ぎは台木１本当たり穂木３本を接ぎ木。
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図３　寄せ接ぎによる着果年限短縮の流れ
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